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1996.9.5. - 8p

請求記号:震災-7-z27

[写真あり 省略]

 昨年の⼤震災で兵庫県下の⼩規模作業所１０６箇所の内、実に３割相当の２９カ所が全半壊し
た。厚⽣省認可授産施設の被害に⽐べるとケタ違いだ。助成⾦が低いため、家賃の安い、古い⽊造
家屋に⼊居していた所が⼤半だったからだ。
 認可施設の復旧にはいち早く国の補助⾦が拠出されたのに対し、⼩規模作業所にはなかなか公的
な復旧対策が打ち出されなかったが、昨年夏に設置された兵庫県復興基⾦からようやく全半壊した
作業所の建物再建に経費５／６（上限１９７８万円）の助成が出されることになった。しかし、恒
久的な建築物の新設が条件のため、申請できたのはわずか４カ所にとどまっている。震災後、借地
物件はほとんど無く、また売地は⾼すぎて⼿が届かないのが実情。
 そんな中、メインストリーム協会（⻄宮）がなんとか⼟地を⾒つけて売買契約を結び復興基⾦の
建設助成を申請できるところまでこぎつけた。
 同協会は７年前から⻄宮市内で主に重度⾝体障害者の介護者派遣活動を⾏ってきた。３年前に作
業所を開設したが地震で全壊。パソコンや事務所備品、⾞などすべてが壊れてしまった。震災後、
市の⼟地を借りて厚⽣⽂化事業団の援助で仮設作業所を建てて活動を再開してきた。
キントーン作業所（⻄宮）も、最も被害の⼤きかった所の⼀つだ。⽂化住宅で⾃然⾷品の販売な

どをして地域にとけこんできた⽮先だった。作業所はマッチ細⼯のように崩れ、商品や事務機も全
部だめになってしまった。やはり、市の⼟地を１年期限で借り、カンパでプレハブ作業所を建て
て、メンバーが集える場所を作ってきたが、事業収⼊は激減。地域とのつながりを断たれたことが
何よりつらいという。県の復興助成で地域に根差した恒久的な作業所を建てようと、去年の夏から
必死になって⼟地を探しているが、貸してもらえる⼟地はない。今年の夏までにはめどを⽴てない
といけないので焦っている。
 障害者⾃⽴⽣活センター「Ｂｅすけっと」（神⼾）は⼊居していたビルが半壊し、ひび割れた壁
を応急処置でふさぎながら使⽤してきたが、このほど市内に⼟地を借りることができたので、やは
り復興基⾦に申請しようと準備している。
 みんなの労働⽂化センター（尼崎）も半壊作業所からの移転を急いでいる。
 作業場「雑居⼯房」は道路下のすきまにベニヤとトタンを覆っただけの所だ。地震で道路の継ぎ
⽬がずれたために、振動がひどくなり⾞が通る度にひどく揺れる。⽣きた⼼地がしないとメンバー



は声をそろえる。また⼤きな地震が来たらペチャンコだとおびえながらも、出て⾏くあてがないの
でヒヤヒヤしながら仕事を続けてきた。そこへ復興基⾦の知らせ。必死で⼟地を探すが適当なもの
が⾒つからない。
 障害者作業所の場合、どこでもいいと⾔うわけにはいかない。地域とのつながりが命の次に⼤事
なのだ。これまでの１３年の活動で育ててきた⾃分たちの「地域」はかけがえのないものだ。だか
ら、ここは離れたくない、と近辺を探してようやっと物件を⾒つけた。建坪１０坪の１軒家。⼟地
（１５坪）付き３階建てで３８００万円。しかし復興助成は出ない。建物購⼊は対象外だという。
⼟地を借りたくても無いのだからと、何度も頼んだがだめだった。おまけに、今いる道路下の作業
場は建物として認められないかも知れないから申請資格も危うい・・かもしれないと役所で⾔われ
てしまった。
 ⼤災害の後も、役所の、決してニーズから出発することのない「始めに制度ありき」の発想は結
局変わらないのだろうか。
 それでもこの物件を⾒送ったらもう後がないと、労働⽂化センターは必死になってお⾦を集めて
拠点を買い取る段取りを進めている。

このように被災地では、地震から１年と２ヵ⽉が過ぎた今、新たな局⾯を迎えている。
 無認可の⼩規模作業所への再建助成は建物に対してのみで、「⼟地確保は⾃⼒で」というのは、
地震後の⼟地事情や、作業所が社会的にも経済的にもギリギリの線で苦しんでいるという事情を
まったく考慮しない条件だと⾔わざるをえない。
 その上、建築費の１／６は⾃⼰負担。設備は対象外。確保できる⼟地は狭いからスペース確保の
ためにどうしても２〜３階建になる。そうするとエレベーター設置は不可⽋。電動⾞いす使⽤に耐
えるものは１基７００万円もする。
 どうしようと頭をかかえても前に進むしかない。障害者が地域で⽣きていくには、⽴ち⽌まって
はおれない。「とまったらこける。前進あるのみ。」と被災障害者たちは異⼝同⾳に語る。

[新聞記事あり 震災で全半壊の29共同作業所6ヵ所再建メド⽴たず（神⼾新聞朝刊3.10） 省略]

○あの⼤地震から⼀年三ヵ⽉が経過した。テレビや新聞などのマスコミの扱いもきわめて⼩さいも
のとなり、地震による被害は解消されたかのような印象すら与えるものになっている。
 しかし被災地センターや救援本部から伝えられる情報によると、被災した障害者の状況は問題の
解決どころか問題の複雑化や深刻さが深まっているように思われる。仮設住宅での劣悪な環境の中
での孤⽴した⽣活、⾃分たちの⽣活を⽀えてきた⽣きる場・作業所の思うにまかせない復旧、⽣活
を⽀えてきた介助体制の崩壊等という状況の中で、⾃らの⽣活の建て直しに必死の努⼒をしている
障害者の仲間たちの姿と、そうした個⼈の努⼒に対して法や制度を盾に冷たい対応をとり続ける⾏
政の醜さが、被災地の報告からは今でも⽣々しく伝わってくる。



○私たちは、昨年の地震の発⽣直後からＤＰＩ⽇本会議、全国⾃⽴⽣活センター協議会、障害者総
合情報ネットワークの３団体を呼びかけ⼈として「阪神・淡路⼤震災被災障害者⽀援実⾏委員会」
を結成し、⽀援の活動を⾏なってきた。活動の柱を、被災地の障害者に関する情報をできるだけ広
い範囲に流していくこと、できるだけ多くのカンパを集め被災地に送ること、障害者を含めた多く
のボランティアを現地に紹介すること、厚⽣省をはじめとする関係省庁に対して障害者の⽣活の復
旧に必要な施策をすみやかに講じるよう働きかけていくことの４点とし、さまざまな活動を⾏なっ
てきたが、現地の状況からすれば⼗分にもっと迅速に、もっと効果的に動いてほしいと思わざるを
えないような動き⽅しかできなかったのではないかと反省すべき点も多い。それでも私たちの呼び
かけに応じて、全国の障害者やその関係者から多くのカンパが寄せられ、また多くの⼈々がボラン
ティアとして現地に駆けつけてくれた。⽀援の輪を⼤きく広げていった多くの仲間たちはこの災害
を他⼈事としては受けとめられず、⾃分たちができる精⼀杯の⾏動をしたいということで、寒空の
下で⼀週間、⼗⽇と駅頭のカンパ活動を続けたり、仕事の合間をぬって被災地に何度も⾜を運んだ
りと、驚くほどの積極さが発揮された。
○しかし、半年、⼀年と時間が経過する中で各種の⽀援活動にも終息の気配が⾒受けられるように
なり、被災地とは状況に対する怒りやもどかしさに微妙な⾷い違いや、温度差が⽣じるようになっ
てきたことは残念ではあるが事実である。最初にも述べたように被災地の障害者の状況にはまだま
だ厳しいものがあり、⾏政的な対応が不適切であったり、⾮⼈間的であったりしている事実があ
る。こうした事実はまだまだ多くの⼈々に伝えられなければならないし、忘れさられてはならな
い。そうした必要性は感じながらも東京に活動の中⼼をおく「被災地障害者⽀援実⾏委員会」では
現実に即した情報を流す活動に限界があり、私たちの呼びかけに応じてカンパやボランティアなど
の⽀援活動に参加してくれた全国の仲間たちに被災地の現状を伝えきれないもどかしさを感じてい
た。そこで、被災地センターと協⼒して⽀援活動を展開し、被災地の障害者に関する情報提供を継
続して⾏なっている⼤阪の「障害者救援本部」にお願いし、⽀援実⾏委員会の呼びかけに応じてく
れた⼈々に対しても、救援本部からのニュースを届けていただくことにした次第である。
○被災した⼈々の⽣活を本格的に建て直すためには、国や兵庫県をはじめとする⾃治体の財政措置
が従来の慣例のとらわれず弾⼒的に講じられなければならないし、必要であれば新たに制度的な整
備を求めていかなければならない。東京の⽀援実⾏委員会のこれからの役割は、被災地の障害者と
ともに厚⽣省や建設省等の国の機関に対して、的確な施策を講ずることをもとめていくことである
と認識し、ねばり強い活動を継続していきたいと考えるものである。

[写真あり 省略]

■情報を流す

 富⼭では、震災直後から発⾏されているＦＡＸ通信を、福岡から東京までの１２ヶ所に転送する
と同時に、定期的にその内容をまとめた冊⼦を１２０部発⾏し、県内外に郵送する活動をおこなっ
てきました。



 また⾃分たちで運営しているパソコン通信ネット「ＬＩＶＥ」で情報を流すことや他のパソコン
ネット局（ネットフレンティ富⼭、ほほえみネット等）への転載もしています。

■物品販売

被災地障害者センターよりＴシャツやトレーナーなどを取り寄せて、毎⽉開かれる「⻘空のみの
市」で販売しています。作業所の会報に商品取扱の案内を載せたり、マスコミの取材を受けて宣伝
に努めています。

■物資の運搬

昨年２⽉１８⽇には、作業所のリフト付⾞輌で⾃転⾞７台、⽑布、マット、⽶等を救援本部の物
資受け⼊れ先だった豊能障害者労働センターに輸送しました。

■義援⾦を送る

富⼭県内で集めた義援⾦１５万円を昨年３⽉に障害者救援本部へ送りました。

■チャリティコンサートをひらく

昨年４⽉から６⽉にかけて県内５カ所の寺院で有志によるコンサートをひらきました。いずれの
お寺でも１００名前後が集まり、チケットの売上げ、会場での物品販売の売上げを送りました。
 これからも被災障害者のことに⼼寄せ、地道に続けていきたいと思います。
 厳しい⽣活が続いているようですが、無理し過ぎないよう、ともに歩んでいきましよう。

サンの会 平井誠⼀

 障害者問題を考える兵庫県連絡会（障問連）主催による“障害者による障害者のための春闘”が、
３⽉１６⽇、兵庫県中央労働センターで⾏なわれました。
 前半は、「どうする地域の福祉ビジョン」というテーマでシンポジウムを開催、シンポジウムの
あとは会場から県庁、教育会館までデモ⾏進、夜は作業所など地域拠点を中⼼とした交流・情報交
換が⾏なわれました。
シンポジウムでは、特定の設備（点）から⽣活圏（⾯）全体をアクセスする必要があること、各

⾃治体レベルでも障害者基本計画の策定が求められること、物理的、制度的、⽂化・情報、意識の
４つの障壁を撤去すること、情報アクセスの⾯では、聴覚、視覚障害者だけでなく、知的障害者も
含めての対応改善が必要であること、精神、内部障害など障害の概念が広がるのにともなう施策の
改善などシンポジストからつぎつぎに提⾔がありました。
 最後に確認されたことでもありますが、当事者参加の策定が基本であり、障害者施策は特別な措



置ではなく誰にとっても住みよい街づくりとなること、また⾝近な住⺠との関係が互いに理解しあ
えるものであることが⼤切、という点がとりわけ印象に残りました。
 少しずつではありますが、全国的にも「⽣活」を中⼼にすえた新しい街づくりの動向が⾒られる
ようになっているそうです。今後さらに、被災障害者の貴重な提⾔が⽣かされるためのさまざまな
取り組みが必要であると感じました。
（報告 福⽥）

[写真あり 省略]

阪神淡路⼤震災 被災障害者⽀援通信 ５７
兵庫・草の根ろうあ者こんだん会／事務局 １９９６．０３．１３

署名提出前に⼤阪城公園での集会を予定。

☆⼤募集☆
鈴⽊勉さんのアテンダント（助⼿）
内容／みんなの労働⽂化センター（尼崎）代表である鈴⽊さんの仕事の⼿伝い。
パソコンを使える⼈がベター。要普免。
給料／１５万円。詳しくはセンターまで。
ＴＥＬ ０６－４９７－３０１０ ＦＡＸ ０６－４９７－２１０５

[写真あり ＢＥＮ’Ｓ ＯＦＦＩＣＥ（勉さんはパソコンの達⼈） 省略]

さまざまな⼈の⼿をとおして、気持ちが伝えられていきます

 救援本部に寄せていただいているカンパは、直接振り込まれたものばかりではなく、全国各地の
団体を経て届けられたものがたくさんあります。
 その⼀つ、東京の被災障害者実⾏委員会を通じて、カンパなど様々なご協⼒をいただいた⽅、約



５００名に、先⽉から⼤阪・救援本部で発⾏しているニュースをお送りしています。新しく読んで
下さった⽅々からも反響をいただいており、ありがたくお礼申し上げます。
 只今５千部近くを発送していますが、発⾏部数を増やし、また、各地の通信やミニコミにそのま
ま転載していただけるような⾴もつくろうと考慮中です。

※メッセージより
１／３１〜２／１９まで拓⼈（注︓神⼾のプレハブの愛称）で⽣活しました。⾊々な⼈との
出会いや経験、胸がいっぱいになりました。横浜に帰ってきて、私も地域で関わっていこう
と思っています。バイトしてお⾦ためてから⼜神⼾にいきたいです。【神奈川県】
⽼齢化を⾃分の明⽇に⾒る私のためにも、住みやすい都市にすることは切実な課題です。共
に励みたいと思います。【⼤阪府】
１／１６⼤いどうに参加してすごいエネルギーを感じました。参加しているひとびとの魂の
やさしさや、痛みもあふれていました。寒かったけど⼼があつくなったパレードでした。
【⼤阪府】
何かしたい︕︕でもできない︕︕いつも⻭ぎしりをしています。ちょっとヨロクがはいった
ので送ります。気持ちだけはたーくさん。⾦額はちょっと…。でも受け取ってください。私
の⼼ごと。【神奈川県】
私は仕事で⼤阪・神⼾によく⾏くのですが⼈柄も⾷べ物も⼤好き︕⼀⽇も早く復興できるこ
とを願っています。【東京都】

９６．３．１８現在 カンパ総件数４１６７件 カンパ⼈数２９４６⼈
★⽀出について
救援⾦…義援⾦１１グループに計７１４万・避難⽣活経費・拠点設置運営費
お⾒舞⾦…４２団体分、１２６０万円
⼈件費…介助派遣・情報発信・物販・企画ｅｔｃ再⽣めざして常時１７名が有償で活動中。（兵庫
１４名・⼤阪３名）
救援物資…プレハブ３件建設と移転内装設備費・⾞３台・バイク５台・印刷機・ワープロなど
電話料…被災地に携帯電話５台と毎⽉の通話料⾦など
★収⼊について
 街頭カンパは救援本部主催以外の街頭カンパも含まれています。雑収⼊は⽴替⾦返⾦などです。
通信購読カンパ（年間千円）は個⼈・団体・企業のどれかに含めています。多数お申込みありがと
うございます。



⼤阪編

３⽉３⽇（１１時〜１８時）天王寺
◆参加者・１３団体のべ３１⼈
◇募⾦額・・￥２１１,９１８
◆募⾦累計額（⼤阪）・・￥６,５０７,６６８

□地下鉄に乗り降りする⼈の中に、着物姿をたまに⾒かけた。今⽇は「ひな祭り」。めでたい⽇な
のだろうか。午後から「ひまわり」（⼋尾市）の⼈たちの活気あるかけ声がよく響いた。その効果
もあったのだろう。思ったよりカンパのお⾦が⼊っていた。

■⽇にち ︓毎⽉第１⽇曜⽇（４／７、５／５、６／２、７／７、８／４、９／１…）

■時 間 ︓午前１１時から⼣⽅６時まで（前半ＡＭ１１︓００〜ＰＭ２︓３０／後半
ＰＭ２︓３０〜ＰＭ６︓００）

■場 所 ︓地下鉄「天王寺駅」改札前（駅⻑室横）



■参加⽅
式

︓ローテーション（もちろん、⾶び⼊り参加も⼤歓迎︕）
各団体（⽣きる場・作業所の単位）が、年２〜３回、前半・後半別で、交替しながら均
等に負担なく参加できるよう、現在ローテーション表を作成中です。
※次回（４／７）までは、参加できる⼈が参加するという従来通りの⽅式で⾏います。

■担 当 ︓松場作治（マッサクぐる〜ぷ／ ０６・７９１・２２１２／ＦＡＸ７９１・
７９９３／⼤阪市平野区）
東牧浩美（枚⽅・障害者労働センター／ ０７２０・４８・
０５０８／ＦＡＸ４８－７９２０／枚⽅市）

とき☆３⽉２７⽇（⽔）午後３時〜５時
◆時間が変更になりました。ご注意ください◆

ところ☆⼤阪府総合福祉センター（ＪＲ芦原橋からすぐ〉
内容◇被災地障害者センターの活動報告と２年⽬の展望

◇救援本部の活動報告と２年⽬の⽅針
◇意⾒交換

編集後記

神⼾市は３⽉末をもって「待機所」廃⽌、その他避難所（テント村も）からも退去を要請、
４⽉以降は仮設住宅への⼊居あっせんは打ち切り、との⾒解を出しました。対象とされる被
災者は６００⼈。通院や仕事でやむをえず居る⼈ばかり。障害者や⾼齢者、⼦どももいま
す。
この通信をたくさんの⽅に読んでいただきたいと願っています。お知り合いの⽅をご紹介く
ださい。
読み終わられたら、どうかお友達にさしあげるか、町の公⺠館か図書館にさりげなく置いて
きてくださいね。ではまた来⽉に。

(c) 1996兵庫県南部地震障害者救援本部 (デジタル化︓神⼾⼤学附属図書館)


